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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

コオーディネーショントレーニングを学ぶ会やウォーキング指導者講習会を実施し、指導者の育成と拡大を行った。公民館等でも

ニュースポーツ普及大会が億開催されるようになり、スポーツ推進委員の活躍の場が増えている。地区ごとの活動を支援するた

め、指導者の育成を市としてさらに進めていく必要がある。

改革改善

の考え方

①問題

点

指導者養成講座等に関する情報を、今以上に広く広報していく必要がある。

②改革

提案

広報等の媒体を積極的に利用し、より多くの市民に参加してもらう土壌づくりを行うとともに、関係者との横のつながりを強め

ていく。

総事業費①+② 6,561 1,426 6,332

人件費計（千円）② 5,006 5,006

1,365

正規職員所要時間 1,400 1,400

臨時職員所要時間

一般財源 1,122 1,426 1,326

その他 433

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,555 1,426 1,326 1,365

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,365

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　指導者育成を含めた講習会等の事業を実施、指導者育成

  （スポーツ推進委員・体育協会等のスポーツ団体と連携した指導者育成）

２　ニュースポーツの普及大会開催

３　中学校区懇談会の実施

１　スポーツ普及・指導者養成回数

２　ニュースポーツ大会の開催

３　中学校区単位の懇談会の実施

１        ３回

２        ２回

３        ６中校区

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・地域（中学校区）内の子どもから高齢者までが、日常的にスポーツを楽しめる環境を作る。

・いつでも、だれもが気軽にできるウオーキング・軽スポーツ・ニュースポーツの普及を行い、スポーツ人口拡大を促す。

・スポーツ（運動）指導者の養成と資質向上を図り、指導者体制の強化と連携を目指す。当面は「コオーディネーション トレーニング」手法の

普及と指導者育成に取組み指導者の組織化を図るとともに、スポーツ推進委員等を対象としたウオーキング指導者の育成を図る。

・地域特性に応じた生涯スポーツの振興につなげるため、スポーツ推進委員がコーディネート役となって、公民館、小中学校、社会体育館

関係者による懇談会を中学校区単位で開催する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

ニュースポーツ等の普及大会数(全市＋地区レベル） 55 55 52 60

3 2 2

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

指導者養成講座の実施回数 2

28年度見込み

飯田市の人口（人） 103947

意図（どういう状態

にするか）

スポーツ指導者を育成する。

誰でも気軽にできるスポーツを普及する。

向上させたい上位施

策の成果指標

成人の日常スポーツ実施率（週１回以上スポーツ実施者

/成人人口×100）：％

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

市民

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 26 スポーツの振興

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 生涯学習・スポーツ課 係等名 スポーツ振興係

事業種別 政策 開始 13 終了

事務事業名

会計 一般会計

生涯スポーツ推進事業

26 事業№ 47 13平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


